
中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
」

(－)

後
　
　
藤
　
　
重
　
　
巳

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
近
世
期
の
藩
政
に
お
い
て
、
そ
の
村
方
支
配
の
要
枢
な
立
場
に
あ
る
者
が
、
藩
治
に
つ
い
て
如
何
に
認
識
し
、

こ
れ
に
如
何
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
か
を
め
ぐ
っ
て
若
干
の
考
察
と
関
係
史
料
の
紹
介
と
を
試
み
て
来
た
。

　
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
肥
前
島
原
領
豊
州
飛
地
た
る
い
わ
ゆ
る
「
豊
州
御
領
」
大
庄
屋
・
橋
津
氏
に
よ
る
「
執
睨
録
」
や
、
小

串
政
俊
の
「
監
郡
右
置
」
、
同
じ
豊
州
御
領
の
田
染
粗
大
庄
屋
・
河
野
氏
に
よ
る
「
田
染
水
鏡
」
、
杵
築
藩
法
令
集
の
集
成
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
「
封
事
太
宗
」
の
編
纂
・
著
作
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
編
・
著
作
は
、
概
し
て
江
戸
末
期
の
極
度
な
時
代
的
転
換
期
に
、
そ
れ
を
危
機
的
意
識
の
も
と
に
編
纂
・
著
作
き
れ
た
も

の
と
考
え
て
来
た
。

　
そ
し
て
更
に
、
そ
れ
ら
の
編
・
著
作
物
の
内
容
は
、
編
著
作
の
意
図
は
別
と
し
て
も
、
既
存
し
た
法
令
等
の
集
成
を
主
体
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
巷
間
で
は
既
に
散
逸
し
た
諸
史
料
を
集
成
し
て
い
る
点
で
、
か
け
が
え
の
な
い
事
業
と
し
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
き
な
一
面
を
も
持
っ
て
い
る
。

史
　
学
　
論
　
叢

一
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中
漂
蕩
と
「
訟
平
賦
均
録
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
明
治
期
以
降
、
比
較
的
早
い
近
代
期
に
盛
行
し
た
郡
史
や
町
村
語
史
類
に
は
、
集
録
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
諸
史
料
が
、
現
在
で
は
す

で
に
散
逸
し
、
実
見
不
可
能
な
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　
本
稿
で
紹
介
を
試
み
よ
う
と
す
る
中
津
藩
の
「
訟
平
賦
均
録
」
も
、
こ
の
種
の
散
逸
史
料
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
俗
に
「
幻
の
史
料
」

と
称
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
十
四
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
広
池
千
九
郎
氏
の
『
中
津
歴
史
』
第
四
編
・
近
世
編
に
は

二
年
（
明
和
）
五
月
、
訟
平
賦
均
録
三
巻
成
ル
。
全
面
百
四
十
七
章
七
百
十
三
偏
、
郡
方
ノ
編
ス
ル
處
テ
ビ
ア
、
専
郡
村
祖
税
ノ

法
ヲ
記
シ
、
同
役
所
秘
蔵
ノ
宝
典
ト
ス
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
訟
平
服
均
録
」
に
関
し
て
は
、
昭
和
七
年
十
二
月
刊
行
の
で
扇
城
週
間
』
串
津
小
幡
・
記
念
図
書
館
切
・
第
九
門
「
当
館

所
蔵
の
旧
記
解
題
」
の
項
中
で
そ
の
目
録
が
紹
介
さ
れ
た
以
外
に
、
こ
の
史
料
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
を
管
見
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
旧
記
解
題
に
は
、
計
二
十
一
点
の
典
籍
の
解
題
が
隠
ら
れ
る
が
、
初
頭
の
三
侍
中
群
要
’
一
に
関
す
る
部
分
で
「
此
等
の
書
籍

は
、
元
当
町
医
師
財
津
敬
一
氏
の
蔵
書
で
、
始
め
保
管
預
け
と
し
て
ゐ
た
も
の
を
、
括
し
て
三
白
金
円
で
同
館
に
買
取
っ
た
も
の
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
解
題
が
加
え
ら
れ
た
二
十
一
点
の
典
籍
中
、
「
勧
農
円
本
録
」
及
び
「
訟
平
服
均
録
」
に
関
し
て
は
、
「
当
町
（
中
津
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市
）
金
谷
・
笹
部
氏
先
代
の
蔵
書
」
と
記
述
し
て
、
笹
部
平
四
郎
な
る
人
物
の
手
写
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
二
十
一
点
の
典
籍
中
、
当
藩
に
直
接
的
に
関
係
す
る
も
の
は
、
「
領
地
租
税
録
」
　
・
「
例
書
・
法
舎
」
　

・
「
三
奉
行
問
答
」

　
　
　
　
　
　
　
・
「
訟
平
賦
均
録
」
な
ど
で
あ
り
、
右
に
掲
げ
た
「
勧
農
国
本
録
」
な
ど
は
一
般
的
な
農
牧
舎
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
訟
平
賦
均
録
１
‐
の
「
訟
平
賦
均
」
の
語
は
、
古
く
中
国
の
唐
代
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
俗
に
「
唐
宋
ハ

大
家
」
の
一
人
と
呼
ば
れ
る
唐
の
文
人
・
柳
宗
之
（
七
七
二
～
八
一
九
）
が
、
求
刑
零
陵
の
令
た
る
蒔
存
義
に
送
っ
た
歌
の
中
に

「
訟
者
平
、
賦
者
均
」
訣
表
現
し
た
こ
と
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
大
意
は
、
「
訴
訟
に
お
け
る
処
置
と
税
の
賦
課
と
は
公
平
な
る
べ
し
」
と
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
中
津
藩
に
お
け
る
こ
の
「
訟
平
服
均
録
」
の
編
纂
は
、
明
和
二
年
の
事
で
あ
っ
た
。

　
近
時
、
こ
の
「
訟
平
賦
均
録
」
の
第
一
巻
の
「
豊
前
三
部
之
事
」
の
写
本
を
偶
然
に
も
入
手
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
内
容

の
何
た
る
か
を
、
ま
た
、
当
書
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
背
景
等
に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
た
い
と
思
う
。
中
津
藩
奥
平
氏
の
初
期
藩
政
に

お
け
る
地
方
支
配
の
実
務
の
規
範
書
と
し
て
の
本
書
の
編
纂
は
、
ひ
と
り
当
落
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
宝
暦
・
明
和
期
と
い
う
十

七
世
紀
後
半
期
の
幕
・
藩
政
史
に
投
ず
る
大
き
な
問
題
の
一
片
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(ニ)

　
戦
国
時
代
の
後
半
期
を
通
じ
て
、
豊
後
に
本
拠
を
置
く
大
友
氏
と
、
中
国
の
覇
者
大
内
氏
・
毛
利
氏
と
の
争
覇
の
舞
台
と
な
っ
た

豊
前
地
方
も
、
天
正
十
四
・
五
年
に
か
け
て
の
豊
臣
秀
吉
の
九
州
進
攻
に
よ
っ
て
終
幕
を
迎
え
、
近
世
大
名
の
配
置
政
策
の
も
と
で

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
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四

新
ら
し
い
時
代
に
入
っ
た
。

　
い
わ
ば
、
無
主
時
代
の
戦
国
中
期
以
降
の
豊
前
地
方
に
、
天
正
十
五
年
、
黒
田
孝
高
が
入
射
し
、
ま
ず
中
津
藤
十
二
万
石
が
成
立

し
た
。
翌
々
十
七
年
、
黒
田
氏
は
、
領
内
の
地
こ
二
百
石
を
も
っ
て
宇
佐
八
幡
宮
に
施
入
し
、
こ
こ
に
近
世
期
の
宇
佐
社
領
干
石
領

の
基
礎
も
成
立
し
た
。

　
慶
長
六
年
、
黒
田
氏
は
関
ケ
原
の
戦
功
に
よ
っ
て
、
筑
前
国
博
多
に
五
十
余
万
石
に
加
増
で
転
封
、
そ
の
あ
と
に
細
川
忠
興
が
、

そ
の
子
忠
和
と
と
も
に
豊
後
国
東
郡
と
速
見
郡
の
一
部
を
弁
せ
て
三
十
五
万
余
石
で
入
封
、
豊
前
小
倉
と
中
津
と
に
拠
点
を
置
く
小

倉
藤
細
川
領
が
成
立
し
た
。

　
細
川
氏
も
入
射
と
同
時
に
、
宇
佐
社
に
対
し
て
社
領
を
寄
進
し
、
宇
佐
社
頭
干
石
の
い
わ
ゆ
る
「
宇
佐
村
」
が
成
立
す
る
。

　
そ
の
後
、
三
十
年
を
経
た
寛
永
九
年
、
細
川
忠
興
・
忠
和
父
子
は
、
肥
後
熊
本
に
転
封
に
な
る
が
、
こ
れ
を
機
に
、
豊
前
及
び
豊

後
二
郡
（
国
東
・
速
見
の
一
部
）
の
大
名
支
配
領
に
は
、
大
き
く
版
図
の
彩
り
替
え
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
肥
後
転
封
後
の
旧
細
川
領
の
内
、
小
倉
を
中
心
に
小
笠
原
忠
直
、
中
津
を
中
心
に
小
笠
原
忠
脩
（
長
次
）
、
豊
前
竜

王
に
松
平
重
直
（
小
笠
原
氏
）
、
、
豊
後
杵
築
に
小
笠
原
忠
句
な
ど
、
小
笠
原
秀
政
の
四
兄
弟
が
分
散
配
置
さ
れ
、
旧
細
川
領
は
四
分

割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
内
、
龍
王
藤
の
松
平
重
直
は
、
寛
永
十
六
年
に
豊
後
高
田
に
移
り
、
豊
後
杵
築
藤
の
小
笠
原
古
句
は
王
洋
二
年
に
三
河
古
田

に
転
封
、
そ
の
あ
と
に
豊
後
高
田
か
ら
松
平
重
直
の
嫡
子
・
英
親
が
入
封
し
、
圧
保
則
に
は
、
小
笠
原
氏
一
族
に
よ
る
小
倉
藤
・
中

津
藤
・
杵
築
藤
及
び
宇
佐
神
官
頭
の
計
三
藤
一
社
頭
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
状
態
は
太
極
的
に
変
化
の
な
い
ま
ま
十
七

世
紀
末
ま
で
持
続
さ
れ
た
が
、
元
禄
十
一
年
に
至
っ
て
中
津
藤
城
を
舞
台
に
し
て
再
び
大
き
く
組
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



　
小
笠
原
氏
の
収
’
雄
藩
八
万
石
は
、
ぃ
小
ｔ
Ｉ
長
次
ｙ
篠
ｉ
ｙ
ｔ
ｉ
と
ｔ
ぐ
そ
］
一
ｔ
ｉ
剛
町
副
匍
剛
刊
咽
利
ぺ
咽
司
徊
司
司
ぶ
剥
剛
刎

不
行
跡
に
よ
っ
て
封
地
没
収
と
云
う
事
態
が
生
じ
、
小
笠
原
氏
の
当
落
は
完
全
収
公
は
免
れ
た
も
の
の
、
長
胤
の
弟
・
長
絹
に
四
万

石
の
半
知
で
相
続
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
直
前
の
元
禄
八
年
、
長
胤
は
弟
・
長
宥
に
五
千
石
の
地
を
分
知
し
て
お

り
、
こ
れ
は
旗
本
時
枝
領
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
所
領
に
は
、
長
胤
事
件
は
幸
い
に
し
て
関
係
し
な
か
っ
た
。

　
四
万
石
に
半
減
さ
れ
た
小
笠
原
氏
の
中
津
藩
は
、
長
円
の
子
・
長
置
が
世
襲
し
た
も
の
の
、
享
保
元
年
、
こ
の
長
富
も
六
才
で
夭

逝
し
た
た
め
に
、
無
継
嗣
を
理
由
に
収
公
が
決
定
さ
れ
、
寛
永
九
年
以
降
続
い
た
小
笠
原
氏
に
よ
る
中
津
藩
は
、
こ
こ
に
終
幕
す
る

　
　
　
　
　
　
③

こ
と
に
な
っ
た
。

　
豊
前
中
津
の
再
編
は
、
翌
享
保
二
年
、
丹
後
宮
津
か
ら
奥
平
昌
成
が
十
万
石
で
入
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
こ
れ
が
奥
平

氏
の
中
津
藩
で
あ
り
、
以
降
幕
末
に
至
る
の
で
あ
る
。

(三)

　
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
、
豊
前
国
中
津
に
入
部
し
た
奥
平
氏
は
、
そ
の
家
伝
に
よ
る
と
、
比
較
的
古
い
家
系
を
も
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
奥
平
氏
は
、
出
自
は
良
文
流
平
氏
で
、
村
上
天
皇
の
皇
子
・
具
平
親
王
の
後
裔
た
る
赤
松
則
景
の
二
男
氏
行
が
、
秩
父

・
児
玉
庄
左
衛
門
の
婿
と
な
っ
て
家
督
を
継
ぎ
、
そ
の
末
流
が
上
野
田
奥
平
郷
を
領
有
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
奥
平
姓
を
冠
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
に
な
っ
た
と
云
う
。
（
「
寛
永
系
図
」
）

こ
の
氏
行
か
ら
数
代
を
経
て
庄
左
衛
門
尉
定
政
の
子
・
定
家
の
時
代
に
上
野
国
地
方
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
新
田
氏
が
没
落
、
政
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中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
」

１）

!5）

71）

SI）

95）

乙
／ゝ

治
地
図
の
彩
り
替
え
に
伴
な
い
、
定
家
の
長
男
・
貞
俊
及
び
、
二
男
・
定
長
ら
は
、
上
野
国
を
去
っ
て
、
三
回
国
設
楽
郡
作
手
に
移

り
、
奥
平
氏
と
中
部
地
方
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
奥
平
氏
の
系
譜
が
比
較
的
明
白
に
な
る
の
は
、
こ
の
貞
俊
以
降
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
概
略
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

貞
俊
－
貞
久
１
－
貞
昌
１
－
貞
勝
－
信
昌
Ｉ
Ｉ
Ｉ
家
昌
－
忠
昌

（
昌
節
男
）
　
（
中
津
初
代
）

－
昌
章
－
昌
成

②
　
　
　
　
③

昌
敦
Ｉ
Ｉ
Ｉ
昌
鹿

任
言
・
で
ノ
ト
ニ
　
宝
暦
八
・
ト

宝
暦
ハ
・
九
　
　
安
永
九
・
七

昌④

男

昌⑤

昌
能

高
（
以
下
略
）

天
明
六
・
礼

文
政
ハ
・
バ

安
永
九
一
九

天
明
六
・
八

　
こ
れ
ら
諸
代
の
う
ち
、
信
昌
は
関
ケ
原
ノ
役
で
戦
功
を
た
て
、
美
濃
国
加
納
十
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
家
目
・
出
目
・
昌

能
・
昌
章
と
世
襲
す
る
間
に
、
若
干
の
浮
沈
を
見
た
も
の
の
、
昌
庇
時
代
の
元
禄
十
年
二
月
下
総
国
宇
都
宮
か
ら
丹
後
国
宮
津
九
万

石
に
転
封
し
、
更
に
享
保
二
年
豊
他
国
中
津
へ
の
入
封
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
目
庇
が
、
宮
津
時
代
か
ら
更
に
一
万
石
加
増
で
豊
前
中
津
に
移
封
に
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、

奥
平
大
勝
大
夫
削
成
は
、
丹
後
国
宮
津
よ
り
、
豊
前
国
中
津
に
う
つ
り
、
一
万
石
の
地
を
増
加
あ
り
十
万
石
に
列
す
。
日
収
弱
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
い
へ
ど
も
、
門
地
を
思
召
、
要
枢
の
地
を
さ
づ
け
た
ま
ふ
よ
し
面
会
あ
り
。

と
述
べ
ら
れ
、
奥
平
氏
に
対
す
る
徳
川
氏
の
評
価
の
程
を
察
す
る
事
が
で
き
よ
う
。



　
尤
も
、
こ
の
奥
平
氏
十
万
石
は
、
城
附
地
豊
前
中
津
及
び
、
備
後
・
筑
前
の
二
国
域
に
亘
る
国
外
飛
地
領
域
か
ら
或
る
と
い
う
若

干
異
状
な
領
有
形
態
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
十
万
石
の
所
領
構
成
は
、
豊
前
上
毛
郡
（
一
九
ケ
村
）
・
下
毛
（
六
一
ケ
村
）
・
宇
佐
（
八
四
ケ
豺
　
の
三
郡
内
に
、
城
附

地
五
四
、
六
二
Ｉ
石
余
の
外
、
出
高
や
宇
佐
郡
の
添
地
を
含
め
て
計
七
六
、
六
九
七
石
余
、
備
後
国
内
の
甲
怒
（
十
二
ケ
村
）
・
神
石

　
（
二
二
ケ
村
）
・
安
那
（
ニ
ケ
村
）
の
三
郡
内
に
二
〇
、
〇
一
五
石
余
、
ま
た
筑
前
国
恰
土
（
二
九
ケ
村
）
郡
内
に
一
七
、
九
〇
八
石
余
で
、

三
国
七
郡
内
に
総
計
一
一
四
、
六
二
〇
石
余
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
朱
印
高
十
万
石
に
対
す
る
こ
の
一
万
四
千
石
余
の
増
石
は
、
改
出
で
あ
る
。

　
尚
、
朱
目
高
十
万
石
に
対
す
る
三
国
の
領
域
分
布
比
率
は
、
豊
前
三
郡
で
六
二
％
、
筑
前
分
一
八
％
、
備
後
三
郡
で
二
〇
％
と

な
っ
て
い
た
。

　
さ
て
、
諸
大
名
が
然
る
如
く
、
享
保
二
年
に
中
津
に
入
射
し
た
奥
平
氏
も
、
入
封
早
々
、
ま
ず
藤
吉
の
た
め
の
法
令
を
制
定
し

発
布
す
る
。

　
奥
平
氏
中
津
藩
の
初
期
に
発
布
さ
れ
た
基
本
的
法
令
は
一
般
に
「
在
中
御
條
目
弁
御
書
付

る
。

づ

の
名
で
集
成
さ
れ
て
知
ら
れ
て
い

　
こ
れ
は
四
巻
か
ら
成
り
、
第
一
巻
は
、
寛
永
十
六
年
か
ら
正
徳
六
年
ま
で
、
つ
ま
り
、
奥
平
氏
が
豊
前
中
津
に
人
封
す
る
以
前

の
時
代
に
属
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
主
と
し
て
公
儀
法
度
を
中
心
と
す
る
。

　
「
在
中
御
経
目
片
御
書
附
１
‐
全
四
巻
に
つ
い
て
一
覧
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
在
中
部
経
目
片
御
言
附
○

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
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八

　
　
寛
永
十
六
年
　
正
徳
六
年
迄

一
ヽ
在
中
御
條
目
片
御
言
附
Ｏ

　
　
享
保
二
年
　
　
享
保
八
年
迄

一
、
在
中
御
條
目
片
御
言
附
Ｏ

　
　
宝
暦
元
年
　
　
宝
暦
四
年
迄

一
ヽ
在
中
御
條
目
片
郵
書
附
料

　
　
宝
暦
四
年
　
　
宝
暦
十
二
年
迄

右
の
一
覧
で
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
奥
平
氏
の
豊
前
中
津
に
お
け
る
発
布
法
令
は
、
第
二
巻
以
下
に
集
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ま
た
、
奥
平
氏
の
法
令
に
は
「
町
中
御
條
目
御
書
附
」
三
巻
が
遺
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

一
、
町
中
御
條
目
御
書
附
Ｏ

　
　
万
治
三
年
～
享
保
元
年

一
、
町
中
御
條
目
御
言
附
Ｏ

　
　
享
保
二
年
～
享
保
九
年

一
、
町
中
御
條
目
御
書
附
Ｏ

　
　
享
保
十
年
～
明
和
二
年
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１
」
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一
一
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］
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］
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一
］
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‥

９
　
４
・
づ
口
目
口

１ １
リ
↓
Ｉ
Ｊ

成
し
た
も
の
で
あ
り
、
入
射
以
後
の
中
津
町
に
関
係
す
る
「
町
中
部
條
目
」
は
、
第
二
巻
・
第
三
巻
が
該
当
す
る
。

　
こ
の
小
橋
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
奥
平
氏
の
制
定
し
た
法
令
の
、
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
以
上
に
掲
げ
た
「
在
中
御
條
目
」
及
び
「
町
中
御
條
目
」
に
関
す
る
逐
條
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
は
立
ち

入
ら
な
い
。

　
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
右
「
在
中
部
條
目
」
　
「
町
中
御
條
目
」
な
ど
の
集
成
と
、
「
訟
平
賦
均
録
」
の
編
纂
と
を
め
ぐ
る
時
代
的

問
題
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
在
中
御
條
目
」
及
び
「
町
中
御
條
目
１
‐
の
集
成
に
共
通
す
る
点
は
、
こ
れ
ら
が
、
と
も
に
「
明
和
期
」
の
「
改
め
」

と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
「
在
中
御
條
目
片
御
書
附
」
全
四
巻
は
、
と
も
に
明
和
四
年
の
「
改
目
録
」
と
さ
れ
、
「
町
中
御
條
目
御
言
附
」
全
三
巻
も
ま
た

同
じ
明
和
四
年
の
「
改
目
録
」
で
あ
る
。

　
右
の
「
在
中
御
條
目
」
及
び
「
町
中
御
條
目
」
の
「
改
め
」
の
時
期
が
、
「
明
和
期
」
と
云
う
点
は
、
決
し
て
黙
視
し
難
い
重
要

な
問
題
を
内
蔵
し
て
い
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
一
体
、
奥
平
氏
中
津
藩
に
お
け
る
こ
の
「
明
和
」
と
云
う
時
代
は
、
如
何
な
る
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
中
津
藩
歴
代
藩
主
の
内
で
、
こ
の
明
和
期
に
就
任
し
て
い
た
の
は
、
第
三
代
・
昌
鹿
で
あ
っ
た
。
彼
の
在
任
期
間
は
、
宝
暦
八
年

十
一
月
か
ら
安
永
九
年
七
月
ま
で
の
二
十
二
年
間
で
あ
り
、
明
和
期
は
ほ
ぼ
そ
の
中
期
に
相
当
す
る
。
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一
〇

　
昌
鹿
は
、
第
二
代
目
敦
の
跡
を
襲
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
同
藩
で
は
、
こ
の
昌
敦
・
三
代
昌
鹿
の
時
代
、
つ
ま
り
、
延
享
・
寛
延

・
宝
暦
・
明
和
期
と
い
う
十
八
世
紀
の
ほ
ぼ
中
葉
・
後
半
期
は
他
藩
同
様
に
藩
政
の
政
革
期
に
あ
た
り
、
諸
般
の
政
革
が
断
行
さ
れ

て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
宝
暦
元
年
九
月
、
郡
奉
行
・
町
奉
行
・
目
附
の
三
者
の
協
議
組
織
に
よ
る
「
三
役
所
」
を
開
設
し
、
訴
訟
の

公
平
化
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
年
「
庶
民
ヲ
シ
テ
、
政
治
ノ
得
失
、
吏
膏
ノ
曲
直
ヲ
述
ベ
シ
メ
、
以
テ
下
情
杜
絶
ノ
憂
ナ
カ
ラ
シ

ム
ル
」
目
的
の
も
と
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
目
安
箱
」
と
と
も
に
、
改
革
断
行
の
た
め
の
軌
道
敷
設
で
あ
っ
た

倫

　
続
い
て
同
二
年
三
月
に
は
、
領
内
の
港
湾
に
、
移
出
入
物
品
に
対
す
る
課
税
機
関
と
し
て
の
運
上
役
所
を
開
設
、
同
年
四
月
、
綿

実
以
下
、
炭
・
材
木
を
特
権
的
に
扱
わ
せ
る
た
め
の
問
屋
を
認
可
し
、
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
商
行
為
を
禁
止
、
秋
に
は
、
酒
・
油

な
ど
を
課
税
対
象
に
す
る
な
ど
、
商
業
政
策
に
重
点
を
置
く
施
策
を
打
ち
出
し
た
。

　
こ
の
様
な
、
藩
経
済
の
立
て
直
し
に
即
効
果
的
な
商
業
政
策
を
構
ず
る
と
と
も
に
、
当
然
の
事
乍
ら
藩
経
済
を
支
え
る
最
大
母
胎

た
る
農
・
山
村
に
対
す
る
支
配
強
化
に
も
着
手
し
た
。

　
す
な
４
４
’
宝
暦
三
年
二
月
の
「
郡
中
江
中
段
覚
」
六
一
ケ
條
お
よ
び
、
「
山
方
定
法
」
　
・
「
山
方
ケ
條
」
な
る
計
二
十
七
ケ
條

　
　
　
　
⑨

の
「
覚
」
が
発
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
当
落
の
い
わ
ゆ
る
「
宝
暦
改
革
」
を
断
行
し
た
目
敦
は
、
宝
暦
八
年
六
月
に
死
去
、
翌
九
年
正
月
に
昌
鹿
が
、
第
三
代
藩
主

を
世
襲
し
た
。

　
江
戸
幕
府
の
三
大
改
革
を
始
め
と
す
る
江
戸
間
の
幕
府
・
諸
藩
に
お
け
る
諸
改
革
は
、
い
ず
れ
も
行
き
詰
ま
っ
た
経
済
状
態
を
打

開
す
る
事
が
目
的
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
主
要
政
策
は
、
公
私
に
亘
る
支
出
の
抑
制
、
つ
ま
り
厳
し
い
倹
釣
合
が
一
本
の
柱
で
あ



り
、
今
一
つ
の
柱
と
し
て
、
商
業
面
に
お
け
る
強
力
な
統
制
、
農
産
物
の
生
産
増
加
策
の
推
進
な
ど
に
よ
る
藩
庫
収
入
を
増
大
化
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
中
厚
薄
に
お
け
る
宝
暦
の
改
革
と
て
例
外
で
は
な
く
、
昌
敦
の
跡
を
襲
い
だ
三
代
・
昌
鹿
も
政
治
の
原
則
を
こ
の
点
に
お
い
た
こ

と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
様
な
政
・
財
政
改
革
の
断
行
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
宝
暦
末
期
に
薄
主
に
就
任
し
た
昌
鹿
は
、
歴
代
藩
主
の
内
に
あ
っ

て
も
特
に
異
彩
を
放
つ
人
物
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
俗
に
「
文
人
藩
主
」
と
も
呼
ば
れ
る
如
く
、
文
化
面
に
深
い
理
解
を
示
し
た
。

　
例
え
ば
、
『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
蘭
学
者
・
前
野
良
沢
を
庇
護
し
た
り
、
著
名
な
藤
田
敬
所
を
し
て
藩
士
の
教
育
を

担
当
さ
せ
る
な
ど
、
昌
鹿
が
中
障
屏
の
文
化
面
の
興
隆
に
寄
与
し
た
所
は
大
き
い
。

　
以
上
、
概
述
し
て
来
た
如
き
、
政
治
・
経
済
・
社
会
面
に
お
け
る
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
時
、
殼
優
先
的
に
志
向
さ
れ
る
の
が
、

法
体
系
の
整
備
で
あ
る
。

　
先
項
で
述
べ
た
如
く
、
中
津
薄
に
お
け
る
宝
暦
期
の
諸
法
令
の
制
定
発
布
、
明
和
期
に
お
け
る
整
備
事
業
も
こ
う
し
た
社
会
背
景

を
原
因
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
ま
た
、
奥
平
氏
の
人
封
が
、
近
隣
の
諸
大
名
に
比
し
て
一
世
紀
近
く
も
遅
れ
、
更
に
こ
の
中
津
領
に
限
っ
て
み
れ
ば
細
川
・

小
笠
原
氏
支
配
時
代
を
経
過
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
前
任
大
名
の
布
い
た
法
体
系
と
の
節
節
を
是
正
す
る
目
的
も
あ
っ
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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本
橋
で
紹
介
を
試
み
よ
う
と
す
る
「
訟
平
服
均
録
」
は
、
別
系
統
の
写
本
二
冊
か
ら
或
る
。
す
な
わ
ち
第
一
冊
は
、
そ
の
表
紙
に

　
「
訟
平
賦
均
録
」
と
の
み
外
題
さ
れ
、
第
二
冊
に
は
「
訟
平
服
均
録
・
下
」
と
表
記
さ
れ
、
更
に
第
一
冊
の
奥
書
き
に
は
「
文
久
二

亥
年
十
月
写
之
、
屋
形
権
ハ
諸
光
書
」
、
第
二
冊
裏
表
紙
に
は
「
万
延
庚
申
八
月
写
之
、
臼
杵
林
蔵
１
‐
と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
二
者

全
く
別
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
後
掲
す
る
如
く
、
訟
平
服
均
録
の
内
容
は
、
城
附
地
下
毛
郡
中
津
を
中
心
と
す
る
豊
前
三
部
に
関
す
る
事
項
を
巻
の
Ｉ
、
飛
地
た

る
備
後
三
郡
を
巻
の
二
、
同
じ
筑
前
一
部
を
巻
の
三
と
し
、
巻
の
一
の
内
容
が
、
城
紺
地
を
中
心
と
し
、
記
述
量
が
多
い
所
か
ら
巻

の
一
を
一
冊
、
残
る
巻
二
・
三
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
ら
し
い
。
尚
、
第
一
冊
冒
頭
の
目
録
に
は
、
巻
の
四
と
し
て
「
当
用
算
術

の
事
」
な
る
も
の
が
見
え
て
い
る
が
、
散
逸
し
た
も
の
か
管
見
し
得
な
い
。

　
右
の
第
一
冊
部
分
は
、
下
毛
郡
屋
形
村
（
現
本
耶
馬
渓
町
）
庄
屋
・
屋
形
氏
の
写
筆
に
な
り
、
当
家
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
が

最
近
、
本
研
究
室
に
受
け
入
ら
れ
、
巻
二
三
二
を
収
め
る
第
二
冊
は
、
古
く
筆
者
が
古
書
肆
を
通
じ
て
購
求
し
て
い
た
も
の
を
、
今

日
、
古
文
書
室
に
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
写
筆
者
∴
口
杵
林
政
な
る
も
の
に
関
し
て
は
未
だ
考
証
を
果
た
し
て
な
く
、
従
っ
て

旧
所
蔵
者
の
誰
た
る
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
後
証
に
譲
り
た
い
。

　
第
一
冊
（
巻
の
こ
は
、
紙
数
両
表
紙
共
で
二
〇
三
葉
、
第
二
冊
（
巻
の
二
・
三
）
は
三
十
七
葉
か
ら
或
る
。

　
さ
て
「
訟
平
服
均
録
」
は
、
明
和
二
年
五
月
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
序
文
で
知
ら
れ
る
が
、
編
者
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

に
は
詳
か
で
な
い
。



　
地
方
古
老
之
諸
先
生
江
地
免
之
意
味
井
当
用
之
算
法
を
聞
事
多
年
、
諸
先
生
是
を
教
る
事
、
至
て
　
切
に
し
て
、
且
一
巻
の
書

を
伝
へ
置
り
、
則
此
一
巻
之
内
、
一
点
之
箇
條
是
伝
書
也
。
某
、
昔
時
、
諸
先
生
江
聞
所
之
地
免
之
意
味
と
、
伝
書
と
に
心
を
留

め
、
深
く
是
を
考
る
に
、
伝
書
に
お
ゐ
て
ハ
疑
敷
は
諸
先
生
之
本
意
歎
、
略
筆
誤
等
有
之
哉
、
田
畑
古
不
足
高
之
訳
、
定
免
之

合
付
之
訳
、
四
つ
高
之
訳
、
春
免
之
訳
、
今
畝
・
新
斗
代
之
訳
、
田
方
立
毛
見
分
検
見
等
之
訳
、
諸
先
生
に
聞
所
と
は
意
味
合
艦

齢
相
見
へ
候
、
此
故
に
、
諸
先
生
之
本
意
を
書
加
へ
候
、
亦
、
土
之
段
取
之
訳
、
日
米
夫
米
ハ
物
故
米
一
同
二
心
得
候
節
之
物
ニ

は
曹
而
無
之
訳
ヽ
御
年
貢
収
納
方
之
訳
ヽ
役
高
井
役
目
割
役
米
日
雇
米
取
遠
方
之
訳
等
ハ
ヽ
一
向
伝
書
二
無
之
侯
ヽ
諸
先
生
江
聞

所
を
以
、
新
二
相
記
候
、
愚
意
之
某
、
伝
書
如
キ
ハ
諸
先
生
之
本
意
に
艦
齢
相
見
へ
候
と
、
諸
先
生
之
被
伝
置
候
書
に
、
摂
に
致

加
筆
候
段
ヽ
未
熟
を
忘
れ
侯
次
第
ヽ
憚
入
侯
得
共
ヽ
昔
時
ヽ
先
生
江
聞
所
之
地
免
之
本
意
分
明
な
ら
ん
事
を
欲
す
る
敬
意
不
得
土

事
ヽ
如
斯
侯
ヽ
且
ヽ
開
田
光
種
先
生
江
聞
所
之
算
法
書
茂
ヽ
　
一
巻
と
し
て
訟
平
賦
均
録
と
す
・
尚
古
老
諸
先
生
之
本
意
ヲ
明
か
す

輩
、
こ
れ
を
い
わ
く
、
乍
愚
意
も
同
じ
か
る
べ
し
、
御
初
心
之
輩
ハ
、
御
心
を
と
ど
め
ら
れ
て
よ
ろ
し
き
な
り
。

　
右
の
序
文
に
よ
る
と
、
当
書
は
、
一
部
の
「
伝
書
」
と
先
哲
古
老
か
ら
の
聞
書
き
を
も
と
に
し
て
、
「
地
免
の
意
味
」
つ
ま
り
土

地
税
制
と
、
「
当
用
の
算
法
」
即
ち
そ
の
運
用
・
施
行
と
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
古
今
の
例
を
一
括
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
と
云
う
。

　
田
畑
古
不
足
高
、
定
免
の
合
附
、
四
ツ
高
、
春
免
、
今
畝
、
新
斗
代
、
田
方
立
毛
見
分
検
見
な
ど
に
か
か
わ
る
諸
制
度
や
施
行
法

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



）

5）

１）

1）

６）

　
　
　
中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

に
つ
い
て
、
古
例
と
現
行
法
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
、
郡
方
事
務
の
ス
ム
ー
ズ
化
を
図
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
勿
論
「
伝
書
」
の
記
事
を
盲
信
す
る
こ
と
な
く
、
諸
古
老
か
ら
伝
聞
す
る
と
こ
ろ
と
校
合
し
て
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
な
ど
の

箇
所
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。

　
以
下
、
ま
ず
巻
の
Ｉ
か
ら
巻
の
三
に
及
ぶ
目
次
内
容
を
一
覧
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
訟
平
賦
均
録
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
延
米
口
米
夫
米
之
事

　
　
巻
一
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
り
延
米
之
事

　
豊
前
之
三
郡
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
同
日
米
弁
夫
米
之
事

一
、
三
ケ
国
御
高
都
合
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
ツ
高
之
事

　
　
附
り
拾
壱
組
高
分
ケ
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
春
免
之
事

一
、
拾
壱
組
平
均
免
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
ｊ
物
成
米
弁
運
上
物
之
事

ご
ニ
郡
定
御
取
稼
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
釆
米
之
事

一
、
年
々
御
取
稼
辻
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
壱
ケ
年
限
運
上
物
之
事

一
、
田
畑
反
歩
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
前
方
近
来
免
定
書
面
之
事

一
、
高
之
起
り
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
ｔ
笠
原
様
四
万
石
時
物
成
米
之
事

一
、
取
米
勘
定
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
古
畝
今
畝
之
事

一
、
土
之
上
中
下
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
り
斗
代
新
斗
代
之
事

一
、
土
免
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
古
米
足
高
之
事



　
　
附
、
延
米
口
米
央
米
懸
り
物
之

一
、
古
不
足
高
高
評
二
評
之
事

一
、
地
平
均
と
申
事

一
、
当
国
前
々
御
領
主
之
単

一
、
御
領
中
今
畝
之
事

一
、
京
桝
中
津
桝
之
事

べ
見
分
御
検
見
之
事

一
、
田
壱
歩
之
合
切
之
事

一
、
着
法
之
事

一
、
立
毛
段
取
仕
分
ケ
之
事

一
、
徳
米
三
ケ
壱
三
ケ
弐
仕
分
ケ
之
単

一
、
検
見
之
節
指
分
ケ
之
事

一
、
検
見
之
節
賄
方
之
事

べ
検
見
年
畑
物
故
之
事

一
、
早
田
検
見
之
事

一
、
早
田
上
作
徳
懸
ケ
之
事

一
、
麦
田
見
分
之
事

　
　
史
　
学
　
論
　
叢

事

一
、
免
定
二
不
合
古
不
足
高
ヲ
加
ル
事

　
　
附
リ
、
ロ
米
夫
米
二
懸
り
物
ヲ
壱
分
之
合
籾
二
見
込
来

　
　
　
　
侯
、
是
格
也
、
依
而
日
米
夫
米
ヲ
見
除
ケ
候
事

一
、
豊
前
筑
前
備
後
田
壱
歩
之
籾
差
別
之
事

一
、
見
取
場
之
事

一
、
田
成
畑
之
事

一
、
新
田
畑
開
発
之
事

一
、
胡
麻
懸
ケ
紆
胡
麻
銀
之
事

一
、
中
津
御
城
之
事

一
、
三
社
御
普
請
之
事

一
、
大
貞
宮
御
寄
附
之
事

一
、
檜
原
山
御
寄
附
之
事

一
、
在
中
寺
院
除
地
之
事

一
、
明
王
院
初
穂
之
事

一
、
定
継
物
之
事

一
、
御
添
地
継
方
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
」

一
、
御
城
附
継
方
之
事

一
、
御
料
別
府
村
法
鏡
寺
村
池
満
代
之
事

一
、
大
庄
屋
御
免
高
之
事

一
ヽ
弘
庄
屋
弁
年
寄
山
ノ
ロ
御
免
高
之
事

一
、
不
定
継
物
之
事

一
、
郡
役
夫
之
事

一
、
宿
役
夫
之
事

一
、
村
々
役
米
之
事

一
、
賃
人
馬
之
事

一
、
外
曲
輪
垣
繕
之
事

一
、
在
中
ぷ
掃
除
場
所
之
事

一
、
広
津
渡
守
給
米
之
事

一
、
御
蔵
納
穀
品
々
割
合
之
事

一
、
か
笠
原
様
御
代
俵
拵
之
事

一
、
御
領
内
里
数
之
事

一
、
御
引
渡
村
数
之
事

　
　
&
ｙ
~
’
内
証
村
分
ケ
之
事

）

i）

1）

1）

5）

一
、
御
料
地
組
分
郷
之
事

一
、
三
郡
山
数
之
事

　
　
附
、
百
姓
仕
立
山
木
蘭
運
上
之
事

一
、
か
笠
原
八
万
石
之
時
浦
々
之
事

一
、
平
田
井
手
懸
り
之
事

一
、
用
水
方
之
事

一
、
大
新
田
村
土
手
普
蘭
之
単

べ
炭
焼
札
之
事

一
、
火
事
之
節
人
足
割
之
事

一
、
宮
津
手
永
取
稼
之
事

べ
ー
笠
原
様
八
万
石
之
時
物
成
米
辻
之
事

一
、
御
年
貢
取
立
方
之
事

一
、
定
出
陣
米
割
賦
之
単

一
、
不
足
出
陣
米
割
賦
之
事

一
、
絹
物
代
米
人
足
扶
持
米
之
単

一
、
役
目
割
　
過
不
足
夫
之
事

一
、
出
津
米
ニ
て
取
立
候
品
々
之
事

一
六



Ｉ
Ｊ
　
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
、
御
用
材
木
之
事

一
、
御
年
貢
取
立
御
役
人
出
在
之
事

一
、
御
用
炭
納
代
米
之
事

一
、
春
免
書
落
候
訳
之
事

　
　
巻
二
目
録

　
備
後
国
三
郡
之
事

一
、
三
郡
高
分
之
事

　
　
附
、
三
絶
惣
平
均
之
事

一
、
三
組
定
御
取
稼
辻
之
事

　
　
附
ヽ
心
物
成
米
銀
品
分
弁
御
城
下
央
銀
之
事

一
、
田
畑
高
之
事

一
、
新
開
見
取
場
高
之
事

一
、
三
郡
前
々
御
領
主
之
事

一
、
元
禄
十
二
卯
年
検
地
之
事

一
、
往
古
田
畑
斗
代
之
事

一
、
口
米
之
事

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢

一
、
夫
米
之
事

一
、
御
取
立
定
法
之
事

　
　
附
、
田
壱
歩
之
定
免
合
籾
を
知
る
算
法
之
事

一
、
見
分
検
見
之
事

一
、
五
分
上
納
之
分
農
科
仕
分
之
事

一
、
郡
分
組
分
村
数
之
事

一
、
三
千
百
石
余
之
御
高
之
事

一
、
公
事
免
之
事

一
、
公
事
免
以
前
村
免
之
事

一
ヽ
元
禄
十
五
午
年
宝
永
元
中
年
免
定
之
事

一
、
公
事
免
以
前
正
味
之
村
免
之
田
壱
歩
之
合
利
之
事

一
、
正
徳
三
年
以
来
公
事
免
込
之
田
壱
歩
合
籾
之
事

一
、
見
分
検
見
之
節
公
事
免
を
除
正
味
村
免
を
相
用
事

一
、
御
年
賃
銀
附
相
場
之
事

一
、
永
聖
寺
御
寄
附
高
之
事

一
、
御
普
請
所
夫
扶
持
之
事

一
、
大
豆
弘
豆
代
米
割
合
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

一i11一



　
　
　
中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
」

一
、
村
々
小
庄
屋
給
之
事

一
、
懸
庄
屋
歩
銀
之
事

一
、
山
守
給
銀
之
事

一
、
茶
第
夫
米
之
事

　
　
巻
三
目
録

　
筑
前
国
一
郡
之
事

一
、
弐
組
高
分
之
事

　
　
附
、
二
組
惣
平
均
之
事

一
、
二
組
定
御
取
稼
辻
之
事

　
　
附
ヽ
’
い
物
成
銀
米
品
分
弁
込
之
米
之
事

一
、
田
畑
高
之
事

一
、
恰
土
郡
前
々
御
領
主
之
事

一
、
日
米
之
事

一
、
夫
米
之
事

一
、
御
取
立
方
定
法
之
事

　
　
附
、
田
壱
歩
之
定
免
合
切
を
知
る
算
法
之
事

）

5）

1）

1）

5）

　
　
　
　
六
分
上
納
田
壱
歩
農
科
代
分
之
事

一
、
見
分
検
見
之
事

】
、
郡
附
組
分
村
数
之
事

一
、
赤
坂
御
番
所
之
事

一
、
真
名
子
村
除
地
之
事

一
、
龍
国
寺
御
寄
附
高
之
事

一
、
前
方
銀
納
之
節
之
事

べ
福
井
村
漁
方
之
事

一
、
船
役
之
事

一
、
船
印
運
上
之
事

一
、
猟
鉄
砲
之
事

一
、
御
取
上
鉄
砲
之
事

一
、
深
江
村
御
高
札
之
事

一
、
四
ケ
村
土
橋
普
靖
之
事

一
、
塩
直
段
之
事

一
、
殺
生
運
上
之
事

一
、
長
野
村
鮎
運
上
之
事

一

八



一
、
公
利
片
山
村
松
山
之
事

一
、
神
在
村
樋
番
給
之
事

一
、
蔵
持
村
井
籾
米
之
事

一
、
懸
崖
歩
銀
之
事

一
、
旅
網
運
上
之
事

一
、
御
前
諸
処
人
足
遣
り
方
之
事

一
、
猿
多
給
米
之
事

　
以
上
、
三
巻
に
亘
る
目
次
を
総
覧
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
下
、
こ
の
訟
平
賦
均
録
の
内
容
に
つ
い
て
物
語
る
二
・
三
の
箇
条

に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
右
に
掲
げ
た
目
次
を
一
覧
し
て
察
知
さ
れ
る
如
く
、
訟
平
賦
均
録
の
内
容
は
、
主
と
し
て
田
制
を
基
本
に
、
正
税
・
雑
税
・
夫
役

・
給
米
・
寺
社
寄
附
地
等
に
゛
関
し
て
、
古
今
の
制
度
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
比
較
検
討
し
、
時
宜
に
適
し
た
統
一
見
解
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
事
は
、
例
え
ば
、
巻
の
Ｉ
・
全
七
十
七
ケ
條
の
内
容
を
詳
細
に
全
査
す
れ
ば
判
然
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
第
ハ
條
「
土
免
之
事
」
で
は

　
一
、
土
免
之
起
り
者
、
細
川
越
中
守
様
御
所
務
之
内
、
寛
永
五
辰
年
同
九
申
年
迄
五
ケ
年
、
小
笠
原
信
濃
守
様
御
所
務
之
内
、
寛

　
　
永
十
酉
ぷ
同
十
四
丑
年
迄
五
ケ
年
御
両
家
都
合
拾
ケ
年
御
取
稼
免
之
平
均
ニ
て
相
究
候
由
、
土
免
相
究
り
候
年
ぶ
当
御
知
行
明
和

　
　
元
年
迄
百
弐
十
八
年
二
相
成
候
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
土
免
」
制
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

－
－
－
－
　
」
ｊ
ｌ
－



中
陣
痛
と
「
訟
平
賦
均
録
」

）

）

1）

L）

5）

二
〇

　
続
く
第
九
條
で
は
、
「
廻
米
弁
口
米
・
夫
米
之
事
」
の
項
を
設
け
、
廻
米
の
創
出
は
、
元
来
一
斗
二
升
計
り
の
昔
桝
が
、
一
斗
計

り
の
京
桝
に
替
っ
た
た
め
に
二
升
不
足
を
廻
米
と
し
て
加
算
す
る
事
に
な
っ
た
由
だ
と
述
べ
、
更
に
古
老
か
ら
の
聞
き
出
し
を
中
心

に
昔
桝
・
京
桝
に
関
す
る
見
解
を
述
べ
た
あ
と
、
第
十
條
で
は
、
廻
米
の
算
出
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
壱
ケ
年
限
取
立
運
上
物
之
事
」
の
各
項
で
は
、
「
昔
ハ
樹
木
代
ト
テ
…
…
」
　
「
昔
八
百
姓
共
…
…
」
　
「
昔
ハ
前
々
相
記
ス

請
薮
米
之
外
…
：
・
」
な
ど
と
記
し
、
「
右
之
三
ケ
條
者
、
只
今
無
之
事
二
俣
得
共
、
右
の
趣
承
り
俣
事
故
相
記
置
俣
…
…
…
」

な
ど
と
見
え
、
山
札
運
上
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
課
租
の
基
礎
は
、
田
割
に
あ
り
、
田
制
に
は
、
時
代
に
よ
る
相
異
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
田
畑
で
は
、
既
耕
地
の
荒
地
化
や
、
新
開

発
に
よ
る
田
積
の
拡
大
化
が
見
ら
れ
た
。

　
従
っ
て
領
主
に
と
っ
て
は
、
田
畑
耕
地
反
別
の
現
状
を
、
い
か
に
掌
握
す
る
か
が
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　
「
古
畝
今
畝
之
事
」
の
條
に
は
、

　
一
、
古
畝
と
申
者
、
慶
長
六
丑
年
検
地
畝
也
。
今
畝
と
申
者
、
延
宝
七
未
年
、
岩
波
源
三
郎
殿
御
領
巾
内
検
地
惣
畝
高
改
被
申
侯
所
、

　
　
不
足
致
畝
、
仮
令
は
八
畝
或
者
七
畝
有
之
、
往
古
之
畝
壱
反
有
之
二
付
、
畝
申
儀
難
成
、
往
古
之
壱
反
を
古
畝
与
申
也
。
改
畝

　
　
ハ
畝
を
今
畝
与
申
也
、
依
之
、
ハ
畝
壱
反
七
畝
壱
反
与
申
也
　
（
下
略
）
。

と
述
べ
、
続
け
て
更
に
詳
し
く
古
今
の
制
の
差
異
を
説
明
し
て
い
る
。

　
全
ケ
條
中
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
古
今
の
諸
制
度
の
齢
齢
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
る
事
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
重
点

は
、
前
領
主
・
小
笠
原
氏
の
施
い
た
制
度
と
の
対
比
で
あ
ろ
う
。



　
そ
れ
は
各
條
の
内
に
述
べ
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
「
小
笠
原
様
四
万
石
之
時
、
物
成
米
之
事
」
や
「
小
笠
原
様
御
代
、
俵
拵
之
事
」
、

「
小
笠
原
八
万
石
之
時
、
浦
々
之
事
」
、
「
小
笠
原
八
万
石
之
時
、
物
成
米
辻
之
事
」
な
ど
の
箇
條
の
設
定
は
、
こ
の
事
を
更
に
強

く
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
下
巻
の
序
文
に
は

古
老
諸
先
生
伝
書
豊
前
国
村
々
、
備
後
国
村
々
田
壱
歩
之
定
免
之
合
付
ハ
、
正
味
之
免
ニ
あ
ら
ず
、
此
故
ニ
、
諸
先
生
之
本
意
ヲ

以
、
正
味
之
免
合
付
相
仕
立
、
下
巻
と
い
た
し
た
く
志
に
有
之
侯
、
伝
書
之
定
免
合
付
、
正
味
之
免
に
あ
ら
ざ
る
訳
は
、
巻
之
壱

第
三
拾
五
之
ケ
修
二
委
敷
相
記
置
候
、
備
後
村
々
合
付
之
事
ハ
、
猶
以
小
細
有
、
巻
之
弐
第
十
八
・
十
九
・
廿
之
ケ
修
二
委
敷
相

記
置
侯
、
於
爰
、
伝
吉
之
合
付
ハ
、
正
味
之
免
ニ
あ
ら
ざ
る
事
可
知
、
此
一
巻
之
内
、
懸
割
算
用
唯
一
算
ニ
て
相
記
置
候
得
は
、

算
違
も
可
有
之
候
、
為
念
相
断
置
申
侯
、

　
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
伝
書
」
や
古
老
か
ら
の
伝
聞
と
、
現
実
と
の
矛
盾
や
不
合
理
な
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
対
す
る
現
実
的

な
見
解
を
、
満
足
す
る
ま
で
の
数
の
箇
條
を
設
定
し
て
詳
述
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。

　
郡
方
・
村
方
役
人
の
職
務
は
、
在
方
支
配
の
要
に
あ
り
、
ｌ
ｌ
．
経
済
・
社
会
面
に
お
い
て
蓮
池
の
方
針
を
完
徹
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

　
な
か
で
も
、
蓮
経
済
を
支
え
る
年
貢
を
は
じ
め
雑
税
の
徴
収
作
業
は
最
大
最
要
の
業
務
で
あ
っ
た
。
年
貢
や
雑
税
の
徴
収
率
は
、

領
主
の
交
替
、
ま
た
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
最
も
煩
雑
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
Ｉ



）

）

　
　
　
中
津
藩
と
「
訟
平
賦
均
録
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
更
に
は
、
寺
社
に
対
す
る
寄
附
米
地
・
庄
屋
を
は
じ
め
と
す
る
村
方
役
人
に
対
す
る
給
米
、
継
夫
・
人
夫
に
対
す
る
貢
米
銀
な
ど

い
わ
ば
支
出
に
関
す
る
而
も
重
要
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
様
な
、
経
理
面
に
お
け
る
収
支
の
体
系
と
、
そ
の
実
務
の
規
範
と
を
明
示
す
る
こ
と
の
必
要
か
ら
編
纂
さ
れ
た
の
が
、
本
書

で
あ
る
。
本
書
の
編
纂
に
関
与
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
先
述
の
如
く
具
体
的
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
に
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(五)

　
紙
数
の
関
係
か
ら
、
逐
條
的
な
解
説
は
な
し
得
な
い
が
、
以
上
、
「
訟
平
賦
均
録
」
な
る
史
料
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
概
略
述
べ

て
来
た
。

　
中
津
藩
奥
平
氏
は
、
中
津
入
射
後
、
僅
か
半
世
紀
の
時
点
で
、
早
く
も
自
ら
を
含
む
全
国
替
旧
的
な
藩
の
危
機
事
態
に
遭
遇
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
奥
平
氏
の
中
津
に
お
け
る
治
政
経
歴
の
浅
さ
は
、
前
代
の
細
川
氏
・
小
笠
原
氏
時
代
と
の
諸
制
度
面
に
対
比
、
対
応
す
べ
き
い
く

つ
か
の
問
題
を
も
っ
て
い
た
。

　
同
氏
が
、
入
封
後
二
代
目
に
し
て
、
早
く
も
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
宝
暦
改
革
」
の
苦
悩
は
、
改
革
の
方
針
に
現
わ
れ
た
表

面
的
な
政
策
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
直
後
の
明
和
則
に
お
け
る
法
制
の
整
備
に
具
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
こ
と
は
、
「
訟
平
賦
均
録
１
‐
の
箇
旅
中
に
し
ば
し
ば
見
え
る
「
宝
暦
の
御
改
法
」
と
い
う
表
現
の
存
在
に
依
っ
て
も
よ
く
よ

く
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。



　
中
津
藩
に
お
け
る
「
訟
平
賦
均
録
」
の
編
纂
事
業
は
、
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
「
実
務
の
規
範
化
」
と
も
云
え
よ
う
。

　
江
戸
期
に
お
け
る
幕
府
・
諸
藩
の
こ
の
志
向
は
、
一
般
的
に
は
、
中
期
以
降
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
田
制
・
税
制
を
は
じ
め
と
す
る
農
政
の
全
般
に
亘
っ
て
、
こ
の
実
務
上
の
規
範
と
し
て
編
述
さ
れ
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方

書
」
で
あ
る
。

　
中
津
藩
の
「
宝
暦
改
革
」
に
お
い
て
、
三
役
所
の
開
設
な
ど
は
、
領
内
支
配
諸
部
局
の
祖
織
化
で
あ
り
、
こ
れ
を
規
範
面
に
お
い

て
整
理
・
体
系
化
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
「
訟
平
賦
均
録
」
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
ま
さ
に
『
中
津
歴
史
』
に
述
べ
ら
れ
る
如
く
「
福
方
ノ
編
ス
ル
處
テ
ビ
7
‐
、
専
福
村
租
税
ノ
法
ヲ
記
シ
ヽ
同
役
所

秘
蔵
ノ
宝
典
ト
ス
ル
」
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
の
内
容
は
、
旧
制
・
税
制
に
限
ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
奥
平
氏
の
中
雄
藩
に
お
け

る
「
地
方
書
」
と
し
て
極
め
て
重
要
な
価
値
を
持
つ
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

注
①
拙
稿
「
監
郡
右
置
と
執
政
録
」
『
別
府
大
学
紀
要
・
第
十
七
号
』

　
　
″
　
「
田
染
水
鏡
に
つ
い
て
」
『
史
学
論
叢
・
第
十
一
号
』

　
　
″
　
「
。
封
事
太
宗
″
と
杵
築
藩
法
」
『
別
府
大
学
紀
要
・
第
二
十
一
号
』

②
『
四
部
叢
刊
・
第
三
』
「
註
釈
音
辨
唐
柳
先
生
集
」
収
「
送
蒔
存
義
之
任
序
」

③
『
寛
永
重
修
諸
家
譜
』
収
「
函
‥
‘
笠
原
氏
家
譜
」
ほ
か

④
　
右
に
同
じ
　
　
　
　
収
「
奥
平
氏
家
譜
」
ほ
か

⑤
　
④
に
同
じ
ヽ

　
史
　
学
　
論
　
叢

二
三



）

　
中
津
藻
と
「
訟
平
賦
均
録
」

⑥
『
訟
平
賦
均
録
』
巻
の
Ｉ
「
豊
前
三
郡
之
事
」

⑦
『
大
分
県
史
料
・
第
十
七
巻
』
「
各
藩
史
料
」
収
・
中
津
藩
法
令

⑧
中
津
市
立
図
書
館
編
「
中
緑
藻
の
歴
史
と
風
土
・
第
一
輯
」

⑨
広
池
千
九
郎
編
述
『
中
津
歴
史
』
近
世
編

⑩
⑦
に
同
じ

）

二
四

尚
こ
の
「
訟
平
賦
均
録
」
に
つ
い
て
は
、
別
府
大
学
附
属
博
物
館
の
研
究
活
動
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
度
中
に
史
料
集
と
し

て
発
刊
す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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